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浦半島南西部沿岸の魚類

工藤孝浩・阿部 久

Takahiro KUDO and Kyu 0KABE : Fish Fauna in the Coast 

of Southwest Area of the Miura Peninsula 

はじめに が現れる。 三戸，油琵，諸磯などの外洋に面した岩場

浅海域の環境と生物相は多様性に富み，多く の魚類 には岩棚が発達し，復雑な海中景観を呈している。

にとって重要な生活の場である。近年はスキューパダ 調査方法はスノーケ リングによる目視観察と採集を

イビングやスノ ーケリングの普及に伴い，それらを調 原則とし，水深lOm以浅に出現した魚類を調査対象と

査手段として用いた浅海域の魚類相調査が相模湾各地 した。潜水調査の観察時聞は30分から1時間で，調査

で行われるようになった（横須賀市天神島〔林 ・伊藤， 回数は多い月で16回，少ない月で2回であった。ま

1974，林， 1977 ; 1979），下回市田の浦湾（東ほか， た，岩壁上からの手網採集と釣りを随時行い，補足的

1988〕，葉山町芝崎（萩原 ・長谷川， 1990〕）。しかし に磯建網（サザエ等を目的とする水深lOm以浅に敷設

神奈川県水産試験場が位置する三浦半島南部において する刺網〉の漁獲物調査も行った。

は，過去にダイビングを用いた魚類相調査が行われて 種の同定と科の配列は，主に益田ほか編（1984〕に

いない。また，相模湾の魚類目録はいまだ十分には完 従った。調査は現在も継続中であるが，本報では1988

成されておらず，相模湾に産する魚類は1,000態とも， 年8月から1990年ll月までの資料を用いた。

1,300種とも 言われている（神奈川県水産試験場，

1979〕。相模湾での生物研究は深海生物が中心である 結果および考察

ため，中にはごくまれにしか採集されない深海性魚類 1988年8月から1990年ll月までの調査期間中に，三

も多く含まれており，将来的には，浅海から深海まで 浦半島南西部沿岸域において 91科332種の魚類が確認

の確実な採集記録に基づく魚類リストを作成する必要

性がある。そこで，当該海域の魚類相の特徴を明らか

にするとともに， 相模湾~魚類相を作成する一助とす

ることを目的として調査を行った。

調査方法と調査地概要

本調査では，三浦半島南西部の城ケ島から三戸地先

に至る沿岸域に9調査地点を設けた（図 l〕。

城ケ島は， 三浦半島南端に位置し，南側は波当たり

の強い岩礁海岸で隆起性の海蝕台が広がっている。岩

盤はシノレト質とスコリア質の有律互層で波板状に波蝕

が進行しているため，大型のタイドプーノレは少なL、。

三崎漁港対岸の北側の海岸線は，ほとんどが埋立てら

れ垂直護岸となっており，アマモの群落が散在してい

る。三浦半島南西部には小網代湾，油査湾， Z昔磯j湾と

連なるリアス式海岸がみられる。その中でも小網代湾

には，湾奥に流入河川があり，干潮時には広大な干潟
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現に依存していた。

また， 1988年は全体に確認された種数は少ないが，

1989, 1990年は多い。このような年による種数の変化

も，季節的定住種と偶来種の出現の差によるものと考

えられる。そこで，季節的定住種と偶来種に代表さ

れ，かつ種数が多い科を指標として，年変動を検討し

た。この条件を満たす科として， トビウオ科，ヒメジ

科，フエダイ科，チョウチョウウオ科，キンチャクダ

イ科，ニザダイ科，そしてモンガラカワハギ科をとり

上げた。これらは，いずれも分布の中心を南方のサン

ゴ礁域か沖合域に持つものである。このグノレープの総

種数は63穫であるが， 1988年はそのうちの11種が確認

されたのみであった。一方， 1989には49種，1990年に

は46径が確認され， 1988年を大きく上回った（表2）。

図2.調査期間中の水温と確認種数の経月変化

された。確認魚種の目録と出現月は表1のとおりであ

る。

本調査での確認種数は，過去に相模湾沿岸で行われ

た同様な調査と単純に比較すると格段に多L、。例え

ば，横須賀市天神島周辺では230種（林 ・伊藤， 1974;

林， 1977;1979〕，下回市田の浦湾では225穫〔東ほか，

1989〕であり，葉山町芝崎では137種〔萩原 ・長谷川，

1990〕であった。

1986年から1988年の回の浦湾（東ほか，1989）では，

このグノレープのうちトビウオ科とキンチャクダイ手ヰが

確認されておらず，総種数は33種であった。年次別の

出現状況では，1987年が29種と最も多かった。 1988年

は14種と最も少なく，フエダイ科とモンガラカワハギ

科が確認さわしていないといった，本調査と共通した現

象がみられた。

このグノレープは， 浮遊生活期にサンゴ礁域や沖合域

から相模湾沿岸域に移送されてくると推測される。こ

のグノレープの移送機構には，黒潮が最も大きな役割を

果たしていると考えられるので，これらの出現状況と

黒潮との関係を検討した。海上保安庁水路部〔1988～

1990）によると，本調査期間中に数度の大規模な黒潮

流路の変動があり，おおむね次の3パターンの流路が

読み取れた。

沿岸域に現れる魚類は，その場との関係の深さから，

いくつかのタイプに分けられるo KIKU'l'I (1966〕は，

アマモ場に出現する魚類を周年定住種（yearround 

residents），季節的定住稜〔seasonalresidents），一

時的来遊種（transi巴rts〕，および偶来種（casualspe-

ci巴s）に分類した。本調査では， これを参考にして，

各魚種の生活様式から魚類群集を次の3タイプに分類

した。（1）周年定住種：周年にわたって沿岸域に出現

する魚類，（2）季節的定住種：特定の季節に沿岸域に

出現する魚類，（3）偶来種：偶然沿岸域に来遊したと

考えられる魚類。

種数の経月変化をみると，明らかに一定の季節的変

化が認められ，夏から秋（8～10月〉に多く，冬（ 1 

～3月）に少なくなる。調査期間中の城ケ島における

各月の平均表層水温の変化と対比すると，種数は水温

の変化にほぼ．対応して変動し，その極大は水温のそれ

より 1か月遅れ，極小はほぼ一致している〈図2〕。

周年定住種の種数は，季節的にほとんど変化しなし、。

これに対して，季節的定住種と偶来種の出現状況は明

瞭な変化を示し，夏から秋に多く，冬に少なくなるo

つまり，総種数の変化は， 季節的定住種と偶来種の出
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表1. 本調査おける確認魚種と確認月

出現魚種 出現月 出現魚極 出現月

軟骨魚綱 23 tキI'} 8 
ネコザメ目 ダツ目
ネコザメ科 ダツ科
1 ネョ，－メ 5,6,10 24ゲヲ 9 
ネズミザメ目 25 ／＼マゲヲ 9 
トラザメ科 26 2キ，－ヨリ 1 
2 ナヌ方，－メ 9 27ゲヲ科の 1穆 日
3 トラ，－メ 8 サヨリ科
ドチザメ科 28 ’ヨリ 8～11 
4ト＇ft＇メ 6～12 29’ヨリ科の 1種 9, 11 
カスザメ科 トビウオ科
5 :bH＇メ 6 30 /¥J' Utトピウ才 日
エイ目 31 7十トピウI 8,9 
ヒラタエイ科 32 ヲヲシトt＇ウI 9 
6 tラヲ工イ 6 33，ンF／ゲマシ 9 
アカエイ科 34トt＇ウI 8,9 
7 YUイ 5,8～10 35 f':bトt＇ウI 8,9 

硬骨魚網 36こjγトピウI 9 
ニシン目 トゲウオ目
ニシン科 クダヤガラ科
8 ウ島メイワシ 7, 10 37 1H' t:b＇ラ 9 
9キt'tJ' 8～11 ヨウジウオ目
I 0 マイワシ 8～10.12 ヤガラ科
11 fヲ11・ 9 38 Ytt:b' 7 7～l 1 
12 コノシロ 5 ヨウジウオ科
カタクチイワシ科 39 JJ＊＇リヨゥ γ 日～11
13 Hヲチイワシ 7,8 40 ヨゥγゥI 7, 8. 10 
ウナギ目 41 トケ．ヨウシ． 10 
ウナギ科 42 ヲ:b'Jヲヲヲ 10 
14 ウナキ． 7, 10 43 ’ヲノ：IトシJ' 6 
ウツボ科 タラ目
15 ウヲ本． 5,7～12 チゴタラ科
アナゴ科 44 I＇｝・イ'JHtメ 4,5 
l 6マYtJ' 6 アンコウ目
17 0日了ナJ' 6, 10 イザリウオ科
ウミヘピ科 45 イサ．リウI 6 
18 ミミ］.，＇1ナJ' 11 46 へ．ニイサ．リウ1 9 
19ウミヘピ科の l種 6, 10 4 7 /¥ttJt' 8 
サケ目 キンメダイ目
アユ科 マツカサウオ科
20 71 3,4,9 48 マヲ方’ウ才 4～6,9～l 1 
ナマズ目 スズキ目
ゴンズイ科 ナミノハナ科
21 J＇ンA.イ 6～12 49 Tミノ／＼ナ 7, 9. 10 
ハダカイワシ目
エソ科
22マI'J属の 1種 10 

31 



出現魚種 出現月 出現魚種 出現月

トウゴロウイワシ科 タカベ科
50 Aキ．イワシ l～12 86 ’方へ． 6 
51 トウJ.日ウイワシ 4,6～12 アジ科
52 キ．ンイYイワシ 7～11 87 7• リ 6 
53 トウ丁目ウイワシ科の 1種 l～12 88 'bン11・ f 8,9 

89 JI¥.ン7γ 8,9 
ボラ科 90マ7γ 5～10 
54本．ヲ 1,3～12 91 シマ7γ 6～8 
55 メナタ． 4,8～12 92 方イ＇｝リ 7 
56 t~γ 本．ラ 4, 8, 11 93キ．ン'b.メ7γ 8,10,11 
57 J本．ラ 8 94 イトtキ7γ 9 
58メナヲ．属の 1種 5～12 シイラ科
59 7ウライ，.ラ 9 95 シイラ 7～9 
60 ワニ'J.f本・ ：； 7～10 ヒイラギ科
カマス科 96 オキヒイラキ． 10 
61 Iこ方マス 9 97 tイ！？キ． 6,7,9～1 1 
62 7Hマス 8～10 マツダイ科
63 ヤマト書マス 6 98マヲゲイ 7～9 
64 'hn属の 1種 6～8 クロサギ科

スズキ科 99 'JI!’キ． 4～12 
65 n・キ 9 ヒメジ科
66 ヒラ~~·キ 12 JOO tメγ 5～8 
ハタ科 I 0 I ヨメヒメγ 8～10 
67 7'bM 10, 11 102 インドtメγ 9 
68 ＂＂テンハヲ 8 103 1キナtメγ B～12 
69 キシ.M 7～9 104 SウライI：メγ 7～l 1 
70 ヲ工 7～10 105 JI¥.ンtメγ 8～12 
71マM 5～7,9,10,12 106 tt~γtメγ 9. 10 
72 fラfl¥タ 9 107 tγ，ン 9. 10 
73’ヲラゲイ 7. 8, 10 ハ タンポ科
74 キンキ．ヨ月ナゲイ 9～11 108 キンメモドキ 10 
ユゴイ科 109 ヲマグ日＂タ ン本． 7,10,11 
75キ．ンlJ.イ 8～10 I 10 ミナミMン本． I, 7～12 
キン トキダイ科 メジナ科
76 本ウtキキントキ 6 11 lメγナ l～12 
77 T方メキントキ 5 112 ヲ日メγナ I, 5～12 
テンジクダイ科 113 1キナメγナ 7～10 
78 ネ ン 7• フヲ．イ 5～12 イスズミ科
79 ヲ日本シイシモチ 6,9～11 114イ；n・ミ 7～l 1 
80 ttAγィシ王子 8～l I 115 Tンγゥィ，キ 6～l I, 12 
81 nγィシ王子 8,10,11 ブエダイ科
82 ミナミ7トスγィシH 9 116 tミ7Iゲイ 9 
83 'JI].リ本．ウ：：rキ.~ 10 117 7工ゲイ 9～1 1 
キス科 118ニtヲ日本主7Iゲイ 10 
84 シロキ.~ 5～9 119ヲIii主主7Iゲイ 6～10. 12 
ムツ科 120 tキ7Iゲイ 9 
85 ムヲ 5～7 1 21 ヨJ~γ7Iゲイ 9 
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出現魚種 出現月 出現魚種 出現月

アイナメ科 308 ＇£ン"h.'H'Jllキ．科の 1種 9 
276 'Jシ．メ l～12 カワハギ科
277 7イナメ 10. 11 309ヨYキ． 6,7,9～11 
コチ科 310 2ワハキ． 5～12 
278 Jチ 9 311.ウマA.ラnキ． 6～l 1 
カジカ科 312 7ミメHキ． 1. 4～12 
279 fラ，方シ."h 4, 12 313ゥAll.11キ． 8,10,11 
280 キヌ方γ方 5, 12 314 YウシHキ． 7～9 
281 ；（イ 5～7,9～12 315 y才fllキ． 7,8,10～12 
282 イヲ．テン方γ方 3～6 ハコフグ科
283 7tllt• 4～1 1 316 ミナミ11J7ゲ 8,9 
284 tt• 7tllt• 10, 11 317 11J7'J. 5～12 
285 y’tYt11t・ 9～12 318 3ンコ．ウ7'J. 10 
286 Hytllt• 5, 9, 10 319 ウミu・ メ 3. 10 
ホウボウ科 フグ科
287 事ウ本．ウ I. 7 320 'Jf7ウ． I. 5～12 
ウパウオ目 321 3王ン71]・ 10 
ウパウオ科 322 J.シ7ゲ 8 
288ウ11・ ウI 6. 7. 10 323 ショウすイ7ゲ 11 
289 ミすキウ11・ ウオ 10 324マ7'J. 5 
ネズッポ科 325 t"h• ン 7'J. 5, 10 

290ヤマドリ 6,8 326 Y"hメ7ゲ 4,5,8,9 
291 ヨメJ.f 5 327 寺号.tミ7'J. 9～1 1 
292 ネ；（.ミコ.f 4,6～11 328 J'Jテン7ウ． 10 
293 トピヌメリ 1,4,5,7～10 329 キヲマウラ I. 4～12 
カレイ目 330 シマキンチャヲ7'J. 9 
ヒラメ科 331 Hリtン事．ン 8. 10 
294 tヲメ 5,8,9 332 ヤtllリtン事．ン 10 
ダルマガレイ科
295 11・ 島マ"h.レイ 5 
カレイ科
296 メイヲ方．レイ 6 
297 マJ"h.レイ 6,9 
ササウシノシタ科
298 すすウシノシヲ 6 
299 トピーサウシノシヲ 9 
ウシノシタ科
300 0日ウシノ°J'J 10 
301 ケ．ンコ 6 
フグ目
モンガラカワハギ科
302 キヘリ王ン2ヲ 8～10 
303 Yh王ンh.7 9 
304 Aラサメ王ン方ラ 10 
305 ヲヌキモンb.ラ 9 
306 ヲラ方ケ王ン方．ラ 9 
307 7ミ王ン方．ヲ 7. 8. 11 
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出現魚種 出現月 出現魚種 出現月

ニザダイ科 241 tシ.1111t• 5 
198こ，－，－イ 6～1 1 242 ミミ；rnt・ 4,7 
199 tメテン'J・ 11ヰ． 9～11 トラギス科
200 テン'J・11キ． 10 243 0ラ書ヲトラキ.~ 10 
201テン'J.川．属の 1種 8～10 244 Iキトラキ.~ 10 

202 tレt:b."*. 10 245 3ウライトラキ.~ 4,6～11 
203 シマnキ． 9 246 トラキ.A 5,7 
204 t:b.ニサ． 8～10 ミシ マオコゼ科
205こγnキ． 9～11 247 7オミシマ 11 
206 王ンヲキnキ． 8～10 ヘピギ ンポ科
207 こt1JンランHキ． 7～12 248 へ t• キ． ン本． 3,5～12 
208 '11111キ． 8～11 249 tメキ．ン本． 9 
209 すす.tミHキ． 8～10 コケギ ンポ科
210 J'Jテンサ，.tミnキ． 9 250 3ケVン本． 5,7,9,11.12 
アイゴ科 イソギ ンポ科
211 7イ：1' 5～10 251イ＇｝キ．ン，. 5,6,8～10 
エポシダイ科 252 ナヘ.j 4～12 
212 ntt＇うウ才 11 253 イlj＇テンキ．ン本． 9, 10 
ハゼ科 254 ニγキ．ン事． 4～12 
213 本シnt・ 8～11 255 ミナミキ．ン事． 10 
214ィ'l11t' 3～12 256 テンヲロ；zγキ．ンホ． 10 
215ィ'lilt＇属の 1種 6～10 257 :bUウ才 7～10 
216 イチモンγnt' 9 タウエガ ジ科
217 'Jillリnt・ 8～11 258 !Aシ.j・γ 8 
218 11tl1t' 9, 10 259ゲイナンキ．ン，. 5,6,8～11 
219 ，ヲキnt・ 4～9 260 へ．ニヲケ＊＇ン本． 5,8,9 
220 ミ号キ：，Wnt' 9, l l ニシ キギンポ科
221 1γl¥t' 4～12 261キ．ンi 3,5,9 
222 tメnt' 4,5,7 ゲンゲ科
223 'J?'Jl1t0 4～12 262 J'Eンイトキ．ン事． 3,6 
224 本シノnt' 5,7,10,11 263 トt＇イトキ．ン本． 4～6 
225 7へ・nt' 4 カサゴ目
226 シマヨシノ，.リ 11 フサ カサゴ科
227 ヌマチf7' 11 264メ11・島 I. 3～12 
228 HJ' 4, 7' 10～12 265 Hノコメ11・島 7 
229 YUt＇シマnt' 3～1 1 266 Aラソイ I. 3, 8～12 
230 ヲ王nt・ 3,5,7～10 267 ヨロイメ11・島 5～12 
231 n・ 11t・ 3～11 268方，J' 5～11 
232ド日メ 4～1 1 269イ：／j’J' 4～11 
233 t＇リンJ. 4' 11 270 コヲチ7’方，J' 9, 10 
234 1ミウキJ.リ 4 271 ’ヲマ宣，J. 10 
235マnt・ 7,9 272 ミノHJ. 7. 10 
236 7主主日nt • 4,7 273 HナミJ'hすJ. 10 
237 n・ nt・ 5～12 274 キリンミノ 11 
238 キヌ11・リ 3～12 ハオコゼ科 3 
239 チャj.'j l～12 275 l\ tJt • 3～12 
240 ニシキnt• 6～8, 10 
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出現魚種 出現月 出現魚種 出現月

122 ヲテ7I'J＇イ s. 10 スズメダイ科
123ヨスγ7工ゲイ 9, 12 160 ミヲ事．シヲ日；u・ メ lo. 11 
イサキ科 161 A;fメ'J＇イ 5～12 
124 イ守キ 7～11 162マ，11・u・ メゲイ 6 
125 7γ7Jショウグイ 10 163 t.ゲjU＇メゲイ 10 
126 JU~γ ィ 9 164 ＇）うu・メゲイ l. 7～12 
シマイサキ科 165ナY，キAA.メゲイ 8～11 
127 シマィ，キ 7～11 166イ'Ju・メゲイ 8～10 
128 3トヒキ 8～10 167シマu・ メゲイ 8～10 
タイ科 168 ttt• ヲTt l. 7～12 
129マゲイ 8,9 169 テンシ・n:rメゲイ 8～10 
130ヘゲイ 8,10,11 170 UHンu・ メゲイ 8～10.12 
131 ~u'J· イ 3～12 171 nヲtンu・メゲイ 9 
132 キチヌ 10 172 ミ十ヨキtンu・メグイ 8～10 
フェフキダイ科 タカノハダイ科
133 イト7工7キ 10, 12 173 'J方JI¥ゲイ 3～l 1 
134 IIマ717キ 7 ベラ科
カゴカキダイ科 174 JJ' 'J.イ 8 
135 jJ.jキヲ．イ 3,5～11 17 5 7 • チヌヌキヘ．ラ 10 
チ g ウチ eウウオ科 11s t.nγへ．ラ 8～10 
136トJtマゲイ 9 177 オトメへ．ラ 9～1 1 
137 7ミチヨウチョウウI 10 178 ニシキへ． う l. 3. 5～12 
138 tゲロチョウチョウウI 9, 10 179 T マ 7• キヘ ． う 8～10 
139 トγチョウチョウウI 8～11 180 Jj.シラヘ．ラ 8～10 
140 7ウライチョウチョウウI 8～11 181 tllゲEへ．ラ 4～12 
141 こt.7ウライチョウチョウウ才 8～10 182す’JI¥へ．ラ 5～12 
142 チョウnン 8～10 183 本ンYメワケヘ．ラ 8～1 1 
143 チョウチョウウI 7～12 184 2ミナリヘ．ラ l～12 
144 J.マチョウチョウウ才 8, 10 1ss 1ut・ へ．ラ 5,7,10.11 
145 ミ＇）.lifヨウチョウウ才 9, 10 186 ト書ラヘ．ラ 9 
146 7ケ事．ノチョウチョウウ才 7～10, 12 187 ~)J へ. 7 8 
147 シラコゲイ 6, 10 188 事ンヘ．ラ 3～12 
148ゲンロヲゲイ 9 189 キヱウtン l. 3～12 
149 llHH＇イ 9, 10 190 イトtキヘ.7 6 
150 ミナミnヲヲテゲイ 9 191 ？ンヌ 7 
キン チャクダイ科 プダイ科

151 キンチャヲヲ．イ 5,8～11 192 7• 'J.イ 8, 10 
152 9テγマキンチャヲヲ．イ 10 193 t7• ヲ．イ 7,9 
153 ft' tミヤ7J 9, 10 194 7t7''J＇イ 9, 10 
154 n・Hヲヨ 9 195 7t7''J＇イ腐の 1種 8～12 
155 ナメラ？？コ 9. 10 サパ科

イシダイ科 196マ，n・ 6,7 
156 イシヲ．イ 7～10 ツノダ シ科

1 5 7 イ ;i~ · キゲイ 8 197 ヲノヲ．シ 8～11 
ウ ミタナゴ科
158 ウミタナJ. l～12 
159 1キヲナJ' l～12 
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表2 三浦半島南西部と田の浦湾（下田市〉におけ
る季節的定住種および偶来種に代表される科

の確認種数の経年変化

城ヶ島周辺海域における種数の年による変化

1988 1989 1990 Total 

トビウオ科 。 6 3 7 
ヒメジ科 4 7 7 8 

フエダイ科 。 6 4 8 
チョウチョウウオ科 4 1 2 1 1 1 5 

キンチャクダイ科 。 3 3 5 
ニザタイ科 3 1 1 1 2 1 3 

モンガラカワハギ科 。 4 6 7 
To t a l 1 1 4 9 4 6 6 3 

回の浦湾における種数の年による変化

1986 1987 1988 Total 

ヒメジ科 4 7 7 1 0 

フエダイ科 。 2 。 2 
チョウチョウウオ科 6 9 3 9 

ニザダイ科 4 9 4 9 

モンガラカワハギ科 1 2 。 3 
To t a l 1 6 2 9 1 4 3 3 

C型： 黒潮は相模湾沖を大きく迂回し，伊豆諸島の東

側を北上する。（1988年8月～1989年4月）

N型 ：黒潮は本州南岸にほぼ並行に直進する。（1989

年5～11月）

A型 ．黒潮は遠外｜灘沖で大蛇行し，伊豆諸島の西側を

相模湾に向かつて北上する。（1989年12月～1990

年11月〉

1例として，季節的定住種や偶来種の確認、種数の増

加した夏季〔8月初旬〉の黒潮流軸を，調査を行った

3か年で比較した〔図3）。一般的に，相模湾周辺の

黒潮はC型流路時に離岸し， A型時は接岸し，N型時

は両者の中間に位置するとされている。季節的定住種

や偶来種の種数が， C型の1988年に少なく， A型の

1990年に多い現象はよく理解できる。田の浦湾におい

ても，季節的定住種や偶来種の種数は， C型年の1988

年に最も少なく， A型年の1987年に最も多かった。し

かし，N型の1989年の種数がA型年並に多い現象は，

黒潮流路の型からは説明できなし、。

そこで，海上保安庁水路部（1986～1990）に記載さ

れている黒潮流路図から，伊豆大島と八丈島を結ぶ伊

豆列島線上〔伊豆大島から170°方向〉の黒潮流軸の位

置を読み取った。その結果， 1989年春季以降の黒潮流

軸は1990年とほぼ同じ位置にあり，相模湾に接岸して

いたことが判明した （図4〕。黒潮流軸が相模湾に接
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図3. 調査期間3か月の8月初旬の黒潮流取h

岸するときは黒潮分校流（黒潮から相模湾、に向かう流

れ〉は強まり， 制i岸すると弱まる〈岩田， 1986）。ま

た，相模湾、の沖合に分布するカタクチイワシのシラス

魚群が，黒潮分岐流によって沿岸のシラス漁場に運ば

れることが明らかにされている（三谷， 1990〕ように，

黒潮流輸の自IE接岸は仔稚魚、の移送に大きな影響を与え

ている。

相模湾へのサンゴ礁魚類等の移送は，黒潮の高fl接岸

を主とした海況変動の影響を強く受けていることが示

E愛された。しかし，遊泳力が乏しい仔稚魚が，いくつ

かの性質の異なる水塊を乗り越えて沿岸浅海域に到達

するプロセスは複雑で，解明しなければならない問題

はまだ多く残されている。

また，現在までの調査方法では，月毎の調査回数が

一定でなく，夏秋季に多く冬春季に少ない傾向がある

ため， 出現種の季節変動が見かけ上大きくなってい

る。そこで， 今後は月w:の調査努力量を均一化しつつ
調査を継続し，各魚種の生活史に関する知見を蓄積し
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公義， 1977.横須賀市佐島，天神島・笠島沿岸の

魚類（日〕．横須賀市博物館報， （23〕： 27-32.

公義， 1979.横須賀市佐島，天神島・ 笠島沿岸の

魚類CV）ー横須賀市佐島地先の沿岸魚類 リス

ト追補一． 横須賀市博物館報， （28): 11-13. 

禎三 ・林 公義 ・長谷川孝一・ 足立行彦 ・萩原清

司， 1988.伊豆半島須崎，田の浦湾周辺海域

の魚類．日大農獣医学術研報， 〔46〕：175-185.

岩田静夫， 1986.相模湾の海況の短期変動に関する研

究．神奈川水産試験場論文集〔3〕，64pp.

海上保安庁水路部，19861990. 海洋速報.4pp. 

神奈川県水産試験場，1979.相模湾資源環境報告書

I . pp. 15 25. 

KTKU'I、1,T., 1966. An ecological study on animal 

communities of the Zostera marina b巴It

in Tomioka Bay, Amakusa, Kyusyu. Pub!. 

Arnakusa Mar. Biol. Lab. Kyusyu Univ., 

1(1) : 1-106. 

一 ・尼岡邦夫 ・荒賀忠一 ・上野輝漏・ 吉野哲夫

編， 1984. 日本産魚類大図鑑 〈解説）.XX+ 

448PP.東海大学出版会，東京．

勇， 1990.相模湾におけるカタクチイワシシラ

スの漁業生物学的研究．神奈川水産試場論文

文集（5).140pp. 

伊豆大島から170°方向の黒潮離岸距離

林

たうえで，相模湾の他海域で進められている同様な調

査の結果と比較し， 相模湾浅海域の魚類相の特徴をさ

らに明確化して行きたし、。

図4.
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